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【バリアフリー新法に基づく駅の移動円滑化の考え方】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＪＲ六地蔵駅の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリアフリー化整備済 
(ＪＲ)宇治・小倉 

(近鉄)大久保・小倉 

(京阪)木幡・黄檗・宇治・三室戸※ 

※三室戸はスロープの一部が基準を満たしていない 

（国の基本方針）連続した移動経路を一以上確保すること。 

 

バリアフリー化未整備 
(ＪＲ)六地蔵・木幡・黄檗 

(近鉄)伊勢田 

⇒整備手法の目途は？ 

基本構想策定 

⇒バリアフリー補助の活用 
 (ＪＲ)木幡・黄檗、(近鉄)伊勢田 

 

できている できていない 

整備手法の検討が必要 

(ＪＲ)六地蔵 

改札 

２Ｆ部分にホーム 

：階段・エスカレーターのみ 

・ホームが狭い。 

・曲線部分のためホームに傾

斜がついている。 

⇒安全上、エレベーター設置

が困難。 

円滑な移動経路が確

保できていない。 

・ＪＲ複線化事業の中で駅舎移転が予定されており、その中で、エ

レベーター設置等の移動円滑化を図ることが可能となった。 

整備手法の検討が必要 

参考資料２ 

エレベーターの設置等により対応が可 抜本的な対応が必要 
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【近鉄小倉駅の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西大寺方面改札 

京都方面改札 

近鉄地下道(改札外)  

：バリアフリー化の地元要望 

H20：スロープ改良 

駅周辺道路への移動

経路上に段差はない。

(北側踏切を経由して

移動可能) 

移動経路が一か所

確保 

・「駅のさらなる利便性向上を目指す」という考え方が必要。 

・バリアフリー化整備済（国のバリアフリー化補助の活用が困難） 

⇒交通バリアフリーの枠組みでは対応できないのが現状。 


